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ブラックカーボン粒子の湿性除去過程の観測的研究
Observational study of wet removal process of black carbon particles
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ブラックカーボン（BC）は、太陽光を吸収し大気を加熱するエアロゾルである。BCの放射強制力推定の不確実
性を減らすためには、BCの空間分布の支配要因の一つである湿性除去過程を観測的に理解することが重要であ
る。この除去過程には、BC含有粒子が雲凝結核(CCN)として作用し、雲粒を介して除去されるnucleation
scavenging と落下する雨滴との衝突により除去されるimpaction scavenging がある。理論的には両者の除去
効率が粒径に強く依存することが知られているが、その相対的な寄与率はこれまで観測的に検証されていな
い。そこで本研究では、局地的な対流性の雲に伴う夏季（2014, 2015年7 ~ 8月 東京）の降水イベントにおい
て、大気と降水中のBC粒径別数濃度の同時観測を行い、両者の比率で表されるBC除去効率の粒径依存性が大気
中のBCのCCN特性の粒径依存性で説明可能かどうかを調べた。BCのCCN特性は、大気中のBC含有粒子の被覆の厚
さと吸湿特性を観測することにより推定した。全32回のうち29回の降水イベントにおいて、観測された除去効
率の粒径依存性はCCN特性の粒径依存性で説明可能であった。これは、BCの主要な除去過程がnucleation
scavenging であることを示している。残りの降水イベントでは、大粒径のBCの除去効率がCCN特性のみでは説
明できず、impaction scavengingの寄与も含むと考えられる。
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